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１．はじめに
　2007年４月には、がん対策基本法が施行され、整
備下においてのがん対策が始まった。医療保険制度
の改正による入院期間の短縮、2008年の診療報酬改
定における「外来化学療法加算」など医療を取り巻
く環境の変化から、これまで入院環境下で行われて
きた化学療法が、外来通院で実施されるケースが増
えてきている。さらに有効性の高い短時間で投与可
能な薬剤の開発や、副作用のコントロールのための
支持療法の進歩、優れた抑吐薬の開発など医療現場
の進歩もこの傾向を後押ししている。
　とくに、がん診療連携拠点病院を中心に、多くの
外来化学療法室が設置されはじめ、外来におけるが
ん化学療法は急速に増えつつあり、今後ますますの
増加が見込まれている。
　この結果、がん患者は、治療中も自身の役割を担
い、QOL を維持したまま、治療に取り組めるとい
うメリットをもたらしたが、一方で、従来は入院し
ながら医療者の援助を得て解決していたさまざまな

問題に、患者自身が自らの力で対処しなければなら
ない事態に直面している現実も生じている。大堀
ら（2000）は、外来で術後の補助化学療法を受けて
いる乳がん患者の気持ちの変化と対処行動から、不
安な気持ちを受け止め、保障してくれる人を求めて
いることを明らかにしており、外来看護において患
者の話を聴くことの重要性を報告している。林ら
（2005）は、外来でがん化学療法を受けている患者
は治療効果に対する否定的な感情と、肯定的な感情
の両面を持つことを指摘している。このように、外
来通院をしているがん患者のおもいに着目した研究
（菅原ら 2003）はいくつか行われているが、外来で
がん化学療法を受けている患者を対象とし、その「お
もい」に焦点を当てた研究は少なく、「おもい」に
対する外来看護師の果たすべき役割について言及し
たものや、日常生活を営みながら療養生活をおくる
患者への具体的な介入方法については明らかにした
ものはない。
　本研究の目的は、外来化学療法を受ける患者が抱
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要約

　本研究は、外来化学療法を受ける患者が抱く「おもい」の特性を明らかにし、誰にサポートを求めているのかを明らかにすることを目
的としている。さらにサポートを求める相手別に、どのような「おもい」に対してサポートを得たいと考えているのかについて明らかに
した。記述選択式質問調査を行い、87名より回答を得て、データ分析対象とした。その結果、医師にサポートを求める「おもい」には、【話
し方や態度などの接遇における要望】、【病状・治療方針に関する説明内容の充実】、【予後に関する不安や苦痛（の緩和）】、【現在の病状
や治療における不安（の軽減）】の４因子が抽出された。家族にサポートを求めたい「おもい」には、【自身の変化を変わらず周囲に受け
入れてほしいおもい】、【（化学療法）治療に伴う、身体的・心理的変化】、【治療前と変わらない生活を送りたいおもいと困難な現状にお
ける葛藤】、【治療中の生活における心理的・身体的困惑】、【家で生活をしながら治療を継続したい】の５因子が抽出された。この結果、
看護師が外来においてがん化学療法を受けている患者の療養生活を支えていくために有用な関わりの必要性や方向性が示唆された。
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く、「おもい」の特性を明らにし、おもい別に誰に
サポートを求めているのかを明らかにすることにあ
る。さらに相手別にサポートを求めている「おもい」
について、その内容を明らかにすることをめざして
いる。これらを明らかにすることで、今後、看護師
が外来において、がん化学療法を受けている患者の
「おもい」を理解することへの一助となり、療養生
活を支えるために看護師がより効果的な関わりを模
索することで、支援の可能性の幅を広げることにつ
ながることが期待されると考えている。

２．方法
１）対象および期間
　Ａ・Ｂ県の200 ～ 600床の中小規模の協力の得ら
れた5つの病院で外来がん化学療法を受けている患
者を対象に、平成18年７月～９月末に実施した。
２）調査方法と内容
　先行研究を参考に、一般に外来に通院している患
者が療養生活上に抱くといわれている 70 項目につ
いて調査票を作成し、「おもい」の有無を選択、さ
らに、「おもい」の有無に関わらず、そのおもいが
あると仮定した場合に、そのサポートを〈医師、看
護師、家族、同病者、その他〉の誰に求めたいか
70 項目すべてについて選択をしていただいた。ま
た、デモグラフィックデータとして、①対象者の性
別、年齢、職業の有無、②家族について（配偶者の
有無、家族構成等）、③病院への通院、疾患につい
て（通院時間、方法、副作用の程度等）の項目を付
け加え、外来がん化学療法を受けていて感じること
を自由に記載できるよう患者の「おもい」がくみと
れるよう配慮した。
３）用語の定義
　本研究においては、外来化学療法を受ける人の、
疾患や治療から発生する気がかり、懸念、不安など
のマイナス面の要素を持った考えや、期待感や希望
といった前向きな気持ちに加え、ニードなど患者の
すべての心の動きを「おもい」と定義した。
４）分析方法
　データ分析には SPSS16.0 を用い、患者の「おも
い」やサポートを求めたい対象については、記述統
計処理によってその強さや対象を明らかにした。ま
た、サポートを求めたいと患者が考えている「おも
い」の項目の特徴については、主因子法およびバリ
マックス回転による因子分析を用いた。

５）倫理的配慮
　本研究は、施設長に対し研究の目的主旨について
口頭および書面において説明を行い、各施設内の内
部審査を経て協力の意思をいただいた施設に対して
調査を依頼した。調査実施前には、外来看護管理者
及び患者への説明を直接行う可能性のある看護者に
対して再度書面を用いて直接口頭にて研究の目的お
よび主旨の説明を行い、患者選定および書面を用い
た説明を依頼した。
　対象患者への説明は、書面をもって担当看護師が
説明を行ったが、その際、調査は無記名であること、
調査への参加は自由意志であり、調査への協力しな
いことによる不利益は生じないことを必ず伝えてい
ただいた。趣旨に賛同した患者は、質問紙記入後、
郵送により直接研究者への調査票の返信を行ってい
ただいた。
　調査結果は、個人が特定されることがないよう、
データ化し統計処理によって分析を行った。

３．結果
１）質問紙調査結果
　外来化学療法を受ける患者 142 名に質問紙を配布
し、回収数は 90 部であった。そのうち、有効回答
は 87 部でありこれらを調査対象とした。回収率は
61.3％であった。
２）対象者の概要
　対象ｎ＝ 87 名は、女性 60 名（69.0％）、男性 25
名（28.7％）であった、年齢階級別は、20 歳代 1.1
％、30 歳代 4.6％、40 歳代 10.3％、50 歳代 33.3％、
60 歳代 34.5％、70 歳代 13.8％、80 歳代 1.1％であり、
50 ～ 60 歳代が 67.8％と 50 ～ 60 歳代が大半を占め
ていた。
３）外来化学療法受ける患者が抱く「おもい」
　外来化学療法を受ける患者の「おもい」の有無を
集計した結果、多くの患者が抱いていた「おもい」は、
［治療を受けながらも今まで通りの生活を送りたい：
n=80］、［治療について最新の情報を知る機会がほ
しい：n=76］［病気と診断がついたら真実を話して
ほしい：n=75］、［自分に価値を見出して、前向き
に生きていきたい n=71］、［治療について正しい詳
しい説明を受けたい：n=70］であった。少なかっ
たおもいは、［食生活が変わってつらい：n=15］、［病
気になってからも、または治療を受けてから、今
まで通りに仕事をしなければならず体力的につら
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い：n=15］、［病気または治療の為に、話す、
聞くなどのコミュニケーションが難しい：
n=13］、［身体がつらく通院が大変である：
n=11］、［病気になって、または治療を受け
てから、排泄（排尿、排便）のことで困っ
ている：n=9］、［自宅にいると医療者がそ
ばにいないので困る：n=8］、［病気または
治療のために、身体を清潔にしたり、身づ
くろいをしたりすることが十分にできな
い：n=２］であった。（表１）
４）「おもい」に対するサポートを求めた
い相手
　現時点での「おもい」の有無に関わらず、
そのおもいがあると仮定した場合に、その
サポートを誰に求めたいかという質問に対
する回答を、単純集計すると、医師 34 項
目（50％）、家族 32 項目（44％）の項目に
対して、一番のサポートを求めたい対象と
して選択されていた。看護師に対して一番
のサポートを求めた「おもい」の項目は、［看
護師は、患者と医師との間の橋渡しをして
欲しい］、［自分のことをよくわかっている
看護師に対応して欲しい］の２項目（３％）
のみであった。また、同病者にサポートを
求めたいおもいについても、２項目（３％）
のみで［自分の経験を同じ病気の人のため
に役立てたいと思う］、［同じ病気の人から
情報をもらいたい］であった。

５）１番にサポートを求めたい相手別の「お
もい」
　医師及び家族に対し、１番にサポートを
求めたい項目について、内容の特徴を明ら
かにするために、医師及び家族それぞれに
求める「おもい」について、主因子法およ
びバリマックス回転による因子分析を行っ

図１　サポートを求めたい相手
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た。
　その結果、医師に対して１番にサポートを求める
「おもい」については、４因子が抽出された（表２）。
各因子の内容は、第１因子：［医療者は明るく優し
く丁寧に接してほしい］、［医師や看護師は気軽に声
をかけてほしい］、［医療者に話をじっくり聴いて
ほしい外来に、気軽に相談できる場がほしい］、な
どの 11 項目【話し方や態度などの接遇における要
望】、第２因子：［治療について正しく詳しい説明を
受けたい］、［病気の診断がついたら真実を話してほ

しい］、などの７項目【病状・治療方針に関する説
明内容の充実】、第３因子：［病気の再発や転移があ
るのでないかと考え、心配になることがある］、［病
気の再発や転移を防ぐ確かな手だてがなく不安であ
る］、［外来の待ち時間が長く身体がつらい］、［病気
の再発や転移を防ぐ生活のしかたを知りたい］、な
どの 10 項目【予後に関する不安や苦痛（の緩和）】、
第４因子：［治療についての説明を聞いて不安にな
る］、［病気または治療の為に、話す、聞くなどのコ
ミュニケーションが難しい］、［診断を受けてから入
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院を待つ間が不安である、または不安であった］、［医
療者は忙しそうで相談しにくいと感じる］、などの
７項目【現在の病状や治療における不安（の軽減）】
であった。
　また、家族に１番にサポートを求める「おもい」
については、５因子が抽出された（表３）。各因子
の内容は、第１因子：［病気や治療に伴う気持ちの
つらさをわかってほしい］、［病気や治療に伴う身体
の苦痛をわかってほしい］、［どうしてこの病気に
なってしまったのだろうと考えることがある］、［病
気または、治療のために自分の外見が変わったこと
が気にかかる］、などの８項目【自身の変化を変わ
らず周囲に受け入れてほしいおもい】、第２因子：［自
分の身体状況に合わせて生活していくことに負担を
感じる］、［自分の身体状況にあった生活の仕方を工
夫するのは難しい］、［病気になって、または治療を
受けてから、自分らしくないと感じたり、自分をみ
じめに思うことがある］、［家族と一員としての役割
が果たせなくなり、つらい］、などの 11 項目【（化
学療法）治療に伴う、身体的・心理的変化】、第３

因子：［家族に負担や心配をかけるのがつらい］、［家
族に自分のことをもっと理解してほしい］、［自分に
価値を見出して、前向きにいきて生きたい］、［これ
まで自分が生きてきたことや果たしてきたことに、
意味や充実感を感じたい］、［家族の一員としての役
割を果たさなければならず、大変である］、などの
６項目【治療前と変わらない生活を送りたいおもい
と困難な現状における葛藤】、第４因子：［病気になっ
て、または治療を受けてから、排泄（排尿、排便）
のことで困っている］、［宗教を心のよりどころにし
たい］、［自宅にいると医療者がそばにいないので困
る］、の３項目【治療中の生活における心理的・身
体的困惑】、第５因子：［治療を受けながらも今まで
通りの生活を送りたい］、［入院せずに自宅で自由に
過ごしたい］、［病気になって、または治療を受けて
から、十分な睡眠が取れない］、の３項目【家で生
活をしながら治療を継続したい】であった。

４．考察
　今回の対象は、PS（Performance Status）が０
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～２と全身状態が安定しており、CTCAE（common 
Terminology Criteria for Adverse Events） の
Grade３～４という。重度の副作用が出現していな
い状態であり、外来において化学療法を施行するこ
とが可能と判断されていた。そのため、身体的な苦
痛に対する「おもい」は２割以下と少数であり、多
くは、自分の疾患をきちんと理解し、治療を受けな
がらも今まで通りの生活を継続して行いたいという
前向きな「おもい」を抱えていた。
　がん治療の進歩により、がん＝死という考えは一
部では薄れてきているといわれているが、未だ完全
治癒が困難であるものは半数を占めていることに変
わりはない。近藤ら（2000）は、がんとともにどの
ように生きていくのかという視点への転換が求めら
れていると述べている。今回の結果からも、外来化
学療法患者も、自分の人生を日々の病状を見ながら
前向きにとらえていく方向にある傾向が示唆された
が、これは現在の身体状況が大きく影響しているこ
とが推察でき、サポートの必要性が強くなる可能性
もあると考える。
　また、サポートを求めたい相手については、医師
と家族で２分する結果が得られているが、医師に対
しては病気や治療に関する「おもい」が占めるのに
対して、家族には病気によって変化している現在の
自分のことや、こまってやりたいことが十分にでき
ていない状況をわかって欲しいといった精神的なサ
ポートを求めている特徴が明らかとなった。
　一般に入院患者は、身体的苦痛へのサポートを医
師に求めるが、外来において化学療法を受ける患者
の場合は、患者自ら治療や病気について理解し、今
後起こりうるであろうことを予測すると共に、実際
に生じる副作用への対処を行うすべて自分自身で行
う必要がある。時には、服薬や受診を判断する必要
も生じるなど自立的にセルフケアを行うことが求め
られる。また、患者は、医師と外来治療中のわずか
な時間しか関わることがないため、治療や疾患に関
すること以外については、自宅に「おもい」を抱え
たまま持ち帰っているとも考えられる。この時、家
族は常に患者と生活を共にしているため、問題が生
じた時にも身近な存在であり、いろいろなサポート
を求めやすく、対応してもらわざるをえない状況が
生じる。このことは、家族を含めたサポートが外来
における化学療法の継続を左右するとも考えられ、
家族の状況をふまえたケアの必要性が生じる。しか

し、外来通院では家族が医療者に接する機会はほと
んどないため、家族が積極的に患者に起こりうるさ
まざまな症状への対処方法等について情報を得る機
会は少ない。今後、外来におけるケアにおいて家族
を含めた取り組みを模索していくことも重要である
と考える。
　医師にサポートを求める「おもい」について、最
も因子寄与率が高かった「おもい」は【話し方や態
度などの接遇における要望】であり、医師との関わ
りの中で癒されたい傷つきたくないという思いが内
在すると考えられた。医療の具体的な話をする前に、
人間対人間としての基本的な対応を求めていること
が示唆されており、さらにそのことが患者の療養生
活を支えるということにつながると考える。このこ
とは医師のみならず医療者として外来で患者に関わ
る際に重要な意味を持ち、関わりたいと望む患者に
対し一声をかけ接する時間を積極的に持つことがい
かに大切であるか示していると考える。
　家族にサポートを求める「おもい」の中で、最も
因子寄与率が高かった「おもい」は【自身の変化を
変わらず周囲に受け入れてほしい】というものであ
り、出来なくなったこと、前と同じようには出来な
い自分に対して、変わった自分を認め受け入れてほ
しいと望んでおり、一方では関わり方や接し方は今
までどおりの自分として見て欲しいと願っており、
患者の抱える複雑さを示唆していると思われる。
　次に、寄与率の高い「おもい」は【（化学療法）
治療に伴う、身体的・心理的変化】であった。患者は、
自分自身で、自分の変化を受け入れることの困難さ
に直面していることを示唆しており、そのような状
況にある自分を家族には理解してもらいたいし、そ
の上で自分を支えてもらいたいと望んでいる。
　３番目は、【治療前と変わらない生活を送りたい
おもいと困難な現状における葛藤】であり、今まで
どおりの役割を維持したい、自らに価値を見出した
いとは思うものの、実際にはやりたいこと、やろう
としていることができないことへの葛藤が強く示さ
れており、その苦しさへのサポートを家族に求めて
いる。自分の価値を見出すこと充実感を得ることは
患者のみならず容易なことではない。米田ら（2002）
は、外来がん化学療法患者は、少なからずこれまで
の家族・社会的役割を変化させ、治療と自分の生活
に折り合いをつけながら数々の意思決定を行うこと
を強いられると述べており、患者は多くの葛藤を抱
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えながら治療および生活を送っていることが推測で
きる。看護師は、あるがままの患者を尊重し、認め
る姿勢で接することが必要であり、患者自身の自己
効力感を支える援助を考えていくことが必要である
ことを示唆していると考える。
　サポートを求めたい相手として、看護師が１番に
選ばれた項目は、２項目のみであった。このことは、
現在の外来の状況として、患者にいつも同様に接す
ることのできる看護者の不在や一人ひとりの患者と
十分な時間をとって関われないことが大きく関与し
ていると考えられる。佐々木ら（2006）は、外来で
は患者もどこにサポートを求めたらよいかとまどう
ことが多いと述べており、窓口を一定化できない外
来特有の状況やチームとして日々役割を果たす看護
職の配置方法にもその一因があると考えられる。
　しかし、サポートを求める「おもい」の特性から、
間接的に看護師がサポートできる可能性の高いもの
が多くあることも明らかとなった。
　外来での短期間の関わりの中で、早期に信頼関係
を確立し、その関係性の中で病状や治療についての
説明が行われることが大切である（西条 2006）こ
とから、患者自身がいかに不安を軽減することがで
き、治療に対して前向きな姿勢が持てるようになる
かは患者と医療職者との関わりの深さ、信頼関係の
有無が大きく関係すると考えられている。ゆっくり
と医師と話す時間を持ちたいと患者が強く「おもい」
を抱いているように、現状ではなかなかそのような
関わる時間が持てていない。同時に患者は看護師に
患者と医師との間の橋渡しをして欲しいと望んでい
るため、看護師が少しでも患者が医師と関わる時間
が持てるよう場を設定し、時間がとれるよう配慮す
る必要があると考える。患者の主体的な治療参加は、
患者の意思決定や治療継続の意思を支える上で大切
であり、患者が本来もつ力を最大限に引き出すこと
が必要であるため、医療職者には、患者自身のセル
フケア、身体的・精神的・社会的によい状態を維持
するために患者が行う、積極的かつ意図的な行動能
力を引き出し、高めることができるような働きかけ
が求められる。「自分で何とか対処しきれるものだ」
と認識することは、不安の緩和につながる（佐々木
ら2006）ことから、患者自身が、副作用の出現の
仕方や程度、その対処法に関するイメージが、漠然
としたものからより具体的なものとしてとらえるこ
とができるように、実際に「自分で対応できるんだ」

という自信につながる教育、働きかけを行うことも
看護師のサポートの１つであると考えられる。
　患者は、医師と同様に家族にも多くのサポートを
求めている現状がある。しかし、家族は患者の状態
を把握したり、さまざまな問題への対象方法を得る
機会が入院中より極端に少ないため適切なサポート
をすることは困難である。看護師は、患者の療養を
支えるために家族にも意図的に関わり家族への対応
を行うことは、患者・家族の両者を支えることにも
つながると考える。
　本研究において、患者の「おもい」の特徴を明ら
かにしたことで、看護師が外来がん化学療法を受け
ている患者の「おもい」を理解するための一助とな
り、療養生活を支えるための看護師のとるべき有効
な関わりや支援の示唆を得ることができると考え
る。
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